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研究成果の概要（和文）：これまで実施した準実験デザインによる禁煙介入研究では、通常の禁煙の説明（対
照）群に比べて、（第1段階）開発した禁煙プログラム群の方が6か月後の禁煙率が高いことが検証された。第2
段階の開発の焦点は、支援者によって差が出る、個別性に応じた会話内容の質的保証をするためのプログラム改
善であった。会話内容の評価のために質的分析およびテキストマイニングによる量的分析を行った。その結果、
特に初回面談の会話内容が、その後の禁煙の可否に影響することが示唆された。また、相互作用として対象者は
負の感情を率直に表出し、自分自身への感情や価値評価の変化を支援者と共有しようとするプロセスの特徴が明
らかになった。

研究成果の概要（英文）：Smoking cessation intervention studies based on quasi-experimental 
interventions by interviewing showed that the smoking cessation program developed (stage 1) had the 
higher quit rate after 6 months than in the explanation (control) group of the necessity of smoking 
cessation. The focus of development in the second stage was to improve the program to make 
qualitative guarantee of conversation contents according to individuality, which differed depending 
on the intervenor. We conducted qualitative analyses by evaluation of interaction, and quantitative 
analyses by text mining of the conversation contents. As the results, it was suggested that the 
conversation contents of the first interviewing influence whether to quit smoking afterwards. In 
addition, as an interaction, the smoker expressed emotions frankly, and the intervenor pulled out 
objectional words of the conversation process of trying to share emotions and values became clear.

研究分野：地域看護学，公衆衛生看護学

キーワード： 動機づけ面接　テキストマイニング　認知行動　意思決定　コミュニティ・システム　高齢者　生活習
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１．研究開始当初の背景 
（１）我々は，これまで心理的依存に働きか
ける禁煙プログラムを用い，1 年後禁煙率は
対照群に比べ，介入群は74%（6カ月後は 82%
であった）という高い禁煙成功率であり，自
己効力感も有意に向上した(Ohno Y, et al., 
2007)。一方で，シナリオにない家族関係や
職場環境に関する会話への臨機応変な効果
的な対応に戸惑うなど，保健指導技術向上の
必要性等の課題が残った。また，文献レビュ
ーより，家族内の喫煙者や親しい職場の協力
等の必要性を示唆する研究はみられるが，家
族や職場環境システム看護の視点を取り入
れた研究は国内外で見当たらず，禁煙支援に
おいて家族システム看護および産業システ
ムの視点が充実しているとは言い難い状況
である。 
 
（２）我々はこれまでの保健指導や家族看護
の経験を生かし，家族背景や職場環境に働き
かけ禁煙継続支援ができる効果的なプログ
ラムを開発するために，家族・産業システム
の視点からの更なるプログラム開発および
評価・分析が必要であるという着想に至り，
既に第１段階のプログラムを開発し，パイロ
ットスタディとして評価し（6 カ月後の禁煙
率は 84.6%であった），その上で効果的であ
る対話とそうでない対話の構造の特徴を考
察した(大野&磯村, 2013)。 
一方で，禁煙プログラムのシナリオにない
「上司が吸うので，やめるとは言えない」「妻
が嫌がるので，タバコをやめたとずっと嘘を
ついてきた」などが会話で発話された際に，
対応に戸惑う事態が起きた。つまり，第１段
階のプログラムは，家族・産業システムに働
きかけるシナリオとして開発したが，予期せ
ぬ会話に対応するロールプレイ等による，保
健指導技術向上プログラムの準備は不十分
であった。 

 
２．研究の目的 
（１） 第 1 段階のプログラム開発で得られ
たデータを質的・量的に分析し，禁煙継続に
有効な第 2段階のプログラムを開発する。 
 
（２） 開発した第 2 段階プログラム介入に
よる効果について，①禁煙希望者（以下，患
者とする）の視点，②禁煙支援者（以下，支
援者とする）の視点，③家族システム，産業
システムの視点から介入・評価する。 
 
３．研究の方法 
（１）第 1段階の介入研究で得られたデータ
を質的・量的に分析し，禁煙継続に有効な第
2段階のプログラムを開発する。 
 
（２）開発したプログラム介入による効果に
ついて，他地域や他の対象者でも汎用性があ
るか検証し，更なる有効性の高い，第 2段階
のプログラムの開発を行う。 

①患者の視点から介入・評価する。 
②支援者の視点から介入・評価する。 
③家族システム看護の視点から介入・評価す
る。 
④産業システムの視点から介入・評価する。 
 
【平成 26 年度計画】 
 禁煙継続のための保健指導への協力事業
所と研究協力者である看護職（産業保健師）
を開拓し，依頼・連絡調整ならびに保健指導
の実際を録音する(3 事業所を目安)。 
ⅰ．基本情報について収集を行う。 
 禁煙支援者：経験年数，性別，年代，専門
領域，担当業務，指導後のアンケート等 
 禁煙希望者：年代，性別，家族構成，家族
関係尺度（立木による日本語版），抑うつ度
BDIⅡ，特定不安尺度STAI，自己効力感GSES，
血液検査(特定健康診査項目)，家族支援の認
知・指導後のアンケート等 
 
ⅱ．保健指導の実際（指導者に対する研修会
の実施・研究協力の謝礼を行う。） 
 保健指導の準備として家族・産業システム
に関連する「予期せぬ会話」から想定したロ
ールプレイ中心の研修会を実施した後，実際
の保健指導（1 回あたり約 30 分）について，
VTR および IC レコーダに録音する。それを逐
語的にエクセルファイルに起こし，おおよそ
の時間と対比させたデータファイルを作成
する(追加 10事例を目安)。 
 
ⅲ．録音内容を以下の点について指導側の要
素，患者側の要素に分けて検討する。 
 支援側の要素：プログラムのシナリオによ
る問いかけ，質問票にない要素（質問の数と
内容），指針で推奨されているがマニュアル
化されていない情報提供（数と内容），話し
方（話す速さ，話の展開，ユーモア），話の
促し方（褒める，同調する，他の考えを促す
など） 
患者側の要素：答えの内容と答え方，質問の
数と内容，保健指導に対する評価的発言の 
有無と内容，二者間の要素：話の整合性，話
す量のバランス，信頼関係構築 
 
【分析方法】実際の禁煙指導・基本情報およ
びアンケートより得られた情報について，家
族システム・産業システムの要素を比較し相
違点を検討し，より効果的な保健指導につな
がる指標を抽出する。抽出された指標に基づ
いて，テキストマイニングによる分析ならび
に効果的に運用できるプログラムの開発を
同時進行的に行う。  
 
【平成 27 年度計画】 
ⅰ～ⅲ．より現プログラムの課題と改善の
検討を行う。対象候補機関と連絡調整し，実
施可能性について説明・相談・協議し，対象
者を決定する。 
指導担当協力者に対する事前研修を実施



する。 
 
【平成 28 年度計画】 
 27 年度の実施内容について引き続き連絡
調整を行い，開発されたプログラムを適用す
る。会話技術を通して膠着した悪循環を断ち
切るような効果的な質問や情報提供をして
いくものであるため，本モデルに従い随時分
析を行う。追加介入群を比較評価し，効果
的・効率的な禁煙継続プログラムの更なる開
発に向けて検討する。 
 
４．研究成果 
 これまで実施した準実験デザインによる
禁煙介入研究では，通常の禁煙の説明（対照）
群に比べて，（第 1 段階）開発した禁煙プロ
グラム群の方が6か月後の禁煙率が高いこと
は検証された。第 2段階の開発の焦点は，支
援者によって差が出る，個別性に応じた会話
内容の質的保証をするためのプログラム改
善であった。会話内容の評価のために質的分
析およびテキストマイニングによる量的分
析を行った。その結果，特に初回面談の会話
内容が，その後の禁煙の可否に影響すること
が示唆された。また，相互作用として対象者
は負の感情を率直に表出し，自分自身への感
情や価値評価の変化を支援者と共有しよう
とするプロセスの特徴が明らかになった。 
以下、詳細を述べる。 
（１）禁煙が困難な事例（禁煙困難者）と禁
煙が容易な事例（禁煙容易者）との会話内容
について比較し，その特徴や効果の要因とな
る指標についてコーディングし，検討した。
後者は，前者に比較して，支援者が対象者の
禁煙行動を可能にする価値と感情に関する
発話を引き出す聞き返しを行っていた。 
禁煙容易者と禁煙困難者に共通する点と
して，「タバコへの価値」については自身の
健康を害するため禁煙が望ましいとし，「自
分自身への価値評価」については，禁煙すれ
ば自信がつくとしていた。 
禁煙困難者は，「タバコへの感情」につい
ての発言は少なく，“大丈夫です”と禁煙は
容易であると表出する傾向に比べ，禁煙容易
者は“飲みの席で誘われたらどうやって断っ
たらよいか分からない”，“タバコを一生吸わ
ないなんて，動揺する”など，の負の表出を
していた。一方，2 回目以降になると，容易
者は“こんなにタバコへの気持ちが変わると
は驚いた”“今度は他も挑戦したい”と「自
身への感情」，「自身への価値評価」を表出し
ていた。 
以上の分析より，禁煙容易者は，初回面接
から負の感情を率直に表出し，自分自身への
感情や価値評価の変化を支援者と共有しよ
うとするプロセスの特徴が明らかになった。
また，同じ内容をテキストマイニングにより
分析評価を行った結果も同様の特徴がみら
れた。 
  

（２）これまで禁煙支援を行ったデータ解析
の結果より，禁煙成功の可否に会話内容が大
いに影響していることが示唆された。まだ症
例数は少ないものの，RCT デザインにより研
究を積み重ねていけば，会話内容の何が効果
的であるか仮説検証ができると共に，新たな
知見を得られることが期待される。既存デー
タの分析により，より効果的なプログラムの
開発の方法論の参考となった。 
 禁煙成功の可否に会話内容が影響してい
る仮説を踏まえ，汎用性のあるプログラム開
発に臨んだ。まず，２大学における学生・職
員の喫煙者を対象に，これまで開発してきた
禁煙支援プログラムを用いて症例集積を行
った。これまで実施してきた症例数はまだ少
ないため，症例集積デザインにより研究を積
み重ねてきた。プログラム内容には，禁煙補
助剤は一切使用せず，「リセット禁煙（効果
検証されてきた禁煙プログラム）」の教材を
用いながら，主たる評価指標であり介入内容
は会話内容である。初年度同様，分析を積み
重ね，更なる効果的プログラムの開発を目指
した。 
 
（３）本研究では，近年，困難な行動（アル
コール依存等の物質依存，ＤＶ，摂食障害な
ど）の改善への介入に有効とされる動機づけ
面接（ＭＩ）を取り入れてプログラム開発を
行った。そのため，動機づけ面接に関する関
連文献の入手，ＭＩＴＩ（動機づけ面接の質
的・量的評価手法の一つ）によるコーディン
グ法の妥当性・信頼性を保証するために，Ｍ
Ｉトレーナーによる外部評価・スーパービジ
ョンを依頼した。さらに介入者は，ＭＩに習
熟するためのスキル向上の手立てとして，Ｍ
Ｉトレーナーによる一定の訓練（ワークショ
ップへの参加，ケースフィードバックを受け
る等）を受け，国際的組織であるＭＩＮＴメ
ンバーになり，面接スキルを保証した。 
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